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1 はじめに
今日のインターネ ッ トの普及の大きな要因のーっとして、 Web ブラウザの存在が挙げられる 。 Web
ブラウザによる WWW(World Wide Web) のサーバへのアクセスは、インターネ ッ トの最大の魅力で
ある。 HTML (Hyper Text Markup Language) は、この Web ブラウザ上で表示させるドキュメント
を記述する言語である 。 今回の研修ではマルチメディア化への応用技術の修得を目的として、各自が
自由に課題を設定したホームページを実習により作成し、その技術について検証・学習したので報告
する。
2 HTML の基礎
2.1 HTML について
HTML は、プレーン・テキストをブラウザ上のハイパーテキストとして表示させるための言語である 。
この言語で記述された HTML ファイルは、インターネットに接続されたサーバ上に置かれ、 Netscape
や Mosaic といった Web ブラウザで閲覧される。大きな特徴は、クライアント側のプラットフォーム
に左右されない柔軟性や動画・サウンド等のマルチメディア・ソースの取り扱いの容易さがあり、現在
ではインターネットでのテキスト作成の主流となっている 。
2.2 HTML ファイルの記述・構成
HTML ファイルは、テキスト・エディタを使用して記述し
たドキュメントに HTML タグを付加したものである。 HTML
タグとはドキュメントの要素、構造、整形方法を示すのに使
われるもので、他のドキュメントやドキュメントに含まれて
いるメディアを指すハイパーテキストとしてのリンクを表す
ためにも使われている。タグの形式は、<タグ>対象文字
列く/タグ>を基本とし、タグ自体の記述に大・小文字の区
別はない。記述上の注意点としては、対にして使用するタグ
は必ず入れ子構造にして記述する事や、ドキュメント上のス
ペース文字、タブ、改行などは無視される事が挙げられる。
HTML ファイルの基本構造は、ヘッダ情報と本文から構
成され、ドキュメントの全体的な構造を表す三つのドキュメ
ント構造タグにより図 2・1 のように記述される。
-77 -
<HTML> 
< HEAD > 
<TITLE> タイトル<月‘ITLE>
<店主EAD>
<BODY> 
ドキュメント念文
<IBODY> 
<IHTML> 
図 2-1 HTML ファイルの構造
• < HTML >ファイルの内容が HTML 言語で記述されている事を示す
・< HEAD >頭書き (HTML ファイルのタイトル等)
・< BODY >ドキュメント本文
ドキュメント本文では、文書中の文字列にタグを追記する事により、文字フォント・他のサーバ上の
HTML ファイルへのリンク・画像データの取り込み等の属性が付加される。
HTML には多種のタグが用意されているが、比較的使用頻度が高いと思われるものを選び、以下の
項目について重点的に学習した。
• FONT タグ、 BR タグ、 P タグによるドキュメント文書の整形
・ LINK タグによるサーバ上の HTML 文書への関連付け
.IMG タグによる画像データの取り込み
2.3 フォーム機能
フォームはブラウザの機能の一つであり、あとで述べる CGI (Common Gateway Interface) スクリ
プトと深く関わっている。 CGI スクリプトは、 Web サーバ上のプログラムであり、 HTML で実行する
事のできない処理を補うために作成される。この CGI スクリプトにデータを送出するためには、フォー
ム機能によって作成した入力用フォームを使用する。入力用フォームの構成は、 HTML ファイルと同
じであるが、ドキュメント本文中にフォーム機能独自のタグを使用する。フォームの作成には、 Web ブ
ラウザの一部にフォーム機能を持たないものがあるため注意が必要である。
実際には、各自が作成した入力用フォームと Perl で記述した CGI スクリプトを結合させ、得られた
出力結果を確認しながら学習を進めた。
3 イメージとその処理
WWW がこれほど普及したのは、個人の興味にまかせて簡単にリンクをたどりネットワークを飛び
回れるという WWW の機能とならんで、文章に加えてイメージ(絵、画像など)をふんだんに含んだ
ホームページが一般の人でも比較的簡単に作成できたからである。このため短期間に人々の興味を引
く大量のホームページが作られ、それらが人々にアビールした。 WWW ではイメージのほか、動画や
サウンドも取り扱えるが、ここでは HTML 文書でのイメージの扱いについて述べる。
3.1 イメージの形式
イメージの場合、ブラウザのページのなかに直接表示するインライン・イメージと、外部プログラ
ムを使ってイメージを表示する外部イメージがある。 WWW で使用される一般的な画像フォーマット
としては GIF (Graphics Interchange Format) 、 JPEG (Joint Photographic Experts Group) があり、
これらはインライン・イメージとして扱えるフォーマットである。 GIF フォーマットは、最もネット
ワークで普及している画像フォーマットである。 GIF フォーマットの利点としては、あとでも述べる
透明化や、インターレースがサポートされていることである。しかし、 GIF ファイルは 256 色しか表
示できないという制限があるため、高精細度のイメージの表示には適さないという欠点がある。この
ため、ロゴ、アイコンなど、比較的シンプルな用途で用いられる。いっぽう、 JPEG は写真画像を蓄積
するために設計されたもので、フルカラーに対応し、また優れた圧縮アルゴリズムをサポートしてい
る。 JPEG は現在のところ透明化とインターレースのサポートがなく、また小さなイメージの圧縮に
向かないといった弱点カ宝ある。こうしたことから、 GIF はアイコンなどのd、さなイメージ、 JPEG は
??円
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高精細なイメージと用途に合わせて使い分けられているようである。このほかの画像フォーマットとし
て PNG (Portable Network Graphics format) などがある。 PNG は GIF の著作権を避けるために開
発された画像フォーマットで、 GIF と JPEG の利点を合わせ持ったフォーマットである。
イメージはブラウザの中で矩形の領域に表示されるのが普通である。しかし、ロゴやアイコンなど
の GIF イメージは、絵と背景とから構成されており、イメージによってはこの背景は視覚化せずに絵
の部分だけを表示したい場合がある。こうした要求を満たす方法として、図 3・ 1 のような GIF イメー
ジの透明化の処理がある。これはイメージのなかの背景などの特定の色を指定して透明化するもので
ある。イメージの背景を透明化してブラウザの背景に融け込ませることにより、イメージをページに置
いたときにページの背景に GIF のイメージが「浮き出て」見える効果が得られる。
図 3・ 1 GIF イメージの透明化の例
インターレース GIF は、もとのイメージの順序を入れ替えたかたちで記録されており、イメージを
ジワジワと荒い全体表示から詳細な表示へと移行させて、ユーザにイメージの輪郭を早く理解させる
ことができる(図 3・2 参照)。これは、インターレース GIF が比較的大きなイメージファイルで利用さ
れるため表示の効果そのもの以外に、ネットワークが混雑していて転送に時間がかかるときなどに、転
送の途中でもイメージの輪郭がすばやく理解でき転送の中止の判断を可能にする。転送に時間がかか
るとき、表示され終るまえにおおよその様子がつかめるため、必要がないものとわかればそのイメー
ジのロードを停止したり、あるいはイメージマップの場合には選択した場所をクリックして次に進むこ
とカfできる。
図 3-2 表示中のインターレース GIF
イメージファイルの処理に UNIX で利用できるツールとしては、 ImageMagick パッケージ、 XV、ま
た GIF イメージの透明化やインターレース GIF への変換には giftrans 、 Netpbm などが利用できる。
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3.2 イメージを扱うタグ
インライ ン ・イメージは、 HTML では <1MG> タグを使っ て指定する。 HTML3 では < F1G > 
タグが新しく定義されており、< 1MG >タグの使用は制限されたものにな っている 。 しかし、現在も
<1MG > タグが多用されているのでここでは < 1乱1G> タグについて述べる。 <1MG> タグもい
くつかの属性を持っているが、 基本的には次のように記述するだけでイメージが表示できる 。
<IMG SRC="image.gif"> 
ブラウザが対応していない画像フォーマットを、外部イメージとして表示させたいときは、ハイパー
テキスト・リンクのときと同じように、 <A> タグの HREF 属性を用いる 。 HREF 属性にイメージ
ファ イ ルのパス名を指定するだけである。また、 <A> タグとく /A> の聞に <1MG> タグを入
れることで、そのイメージをハイパーリンクのポイントにすることができる。このイメージをクリック
することで、イメージのより精細な外部イメージを表示させたり、つぎのリンク先へ移動させたりで
きる 。
<A HREF="外部メディア・ファイルのパス，，>ポインタ </A>
<A HREF="big-image.h七m工 "><IMG SRC="image.gif"></A> 
インライン・イメージで、イメージのあちこちにハイパーリンクのポイントを埋め込み、それらをク
リックすることでジャンプできるようにしたものをクリッカブル・イメージ ・ マップという。クリッカプ
ル・イメージ・マップには <1MG> タグの ISMAP 属性を指定して www サーバの CGI を利用する
方法と、 USEMAP 属性を使ったクライアント側イメージマップと呼ばれる方法がある。ここでは比較
的簡単なクライアント側イメージマップについて述べる。クライアント側イメージマップでは、 HTML
文書中に<乱1AP> …< /MAP >タグとその中の< AREA >タグでマップを定義し、 <1乱1G>
タグの USEMAP 属性でそのマップを参照することで機能を実現している。< AREA> タグのマッ
プとはイメージのどの部分をポイントにするか、そのポイント部分の形や座標を、 mapedit などのツー
ルを使って記述したものである 。 同時にそのポイントのリンク先を記述しておく(図 3・3 参照)。
<II't'J SRC・“ tfig4.gif" USEI'YlP-" • f1g4map" > 
<MAP N込ME-"fig4血ap">
<AREる SHAPE・ "CIR白，" '・ COORDS-"?4.16.97 ， 31" HREF-"c1r.html"> 
<AREA SHAPE・" POLYGON '・ cc由iRDS-・・ 149 . 116.200 . 31.251.111" HREP-"tri . html 白"
叫ヌ且 SHAPE-'ι RECT " 0:珂又DS-"2刊， 25 ， 375 ， 124" 田町・"re.c.ht・1 " ，
<AREA SHAPE-"DEFAULT'・ HIミEF・ "def.html"> 
<1MぬP>
図 3-3 クリッカブル・イメージ・マップ
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4 CGI 機能を用いたホームページ作成
CGI 機能とは、ブラウザからの入力を受けて www サーバ上で動くプログラムのことである。この
機能は、サーバとシステム上の他のプログラム(例えばデータベースや C 言語などで開発されたアプリ
ケーションプログラム)との橋渡しをするものである。通常の HTML 記述によるホームページ作成で
は定められた機能しか許されないが、この CGI 機能を利用すればシステムが持つ機能をフルに活用で
き、ホームページの世界が大きく広がる。
4.1 CGI スクリプト処理の流れ
CGI スクリプトの処理の流れを図 4-1 に示す。また、処理手順は次のようになる。
ブラウザがサーバに
URLをリクエストする
リクエストされたURLがスクリプトの
場合、サーバがスクリプトを実行する
CGIは他のプログラムからの結果と
その他の情報をサーバに戻す
図 4-1 CGI スクリプト処理の流れ
1.クライアント(ブラウザ)は www サーバに接続し、要求(リクエスト)を送る。
2. サーバは環境変数を読み込み、クライアントから受け取ったエンテイテイボディ(実体)にあるデー
タを渡す。
3. WWW サーバは CGI プログラムを動作させる。
4. CGI プログラムは実行し終わった後、 WWWサーバに結果を返す。
5. WWW サーバはクライアントに応答を送る。
4.2 CGI を作成するには
CGI はプログラム(スクリプト)であるので、特に難しい知識は必要ない。一般に CGI スクリプトを
書く場合、次のような言語を用いることができる。
• Shell( sh ，csh ，tcsh ，zsh 等): sed ，grep ，awk などと組み合わせて使用。
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• Perl: Perl には CGI の引数を取り出すライブラリなどもあり、最も 一般的な言語0
ｷ C(C++や gcc なども含む)
• Tcl / Tk: Tk を使用するとブラウザ以外のウインドウインターフェースを提供できる。
• AppleScript: Mac で利用される 0
.その他
CGI スクリプトの結果は標準出力として HTML 文書として表示させるか、サーバ側のファイルに出
力するかが考えられる。通常、 HTML ページとして結果を返すことが多いので、標準出力に結果を表
示する。後者は、アンケートのように後で集計が必要な場合などに用いられる。
CGI スクリプトは最初の出力行に次の三つのうちのいずれかの特別なヘッダを含んでいる。
• Content-type 
• Location 
• Status 
これらのヘッダの後には必ず空行が必要である。サーバは空行がないとヘッダと書類の境界が分から
なくなり、処理できなくなるので注意が必要である。
Content-type ヘッダはブラウザに HTML ファイルや GIF イメージ等を送る場合に使われる。 Content­
type とはブラウザに入力の処理をどのように行うかを知らせるためのもので、 MIME 形式で定義され
る。例えば、
HTML ファイルを返す場合 Content-type: text/html 
GIF イメージを返す場合. Content-type: image/gif 
ここで CGI スクリプトを置くディレクトリの位置であるが、システムにより制限されているので注
意が必要である。通常は、全体が使用するような CGI は/cgi-bin/ というディレクトリが用意されて
いる。ただし、この場所は普通は書き込み禁止となっているので、 CGI を作成・変更するたびにシステ
ム管理者に許可を得なければならない。 NCSA httpd では、システムによって、自分のホームディレク
トリ下に CGI スクリプトを置くことを許可しているものもある。使用するサーバに依存するので、詳
しくはシステム管理者に尋ねて頂きたい。 CGI スクリプトは、必ず実行形式ファイルとしなければ動
作しないので注意する。
CGI スクリプトは引数を持たせて、柔軟な実行が可能である。引数の表現方法は、スクリプトとヲ|
数を疑問符(?)で区切り、個々の引数をプラスマーク(+)で区切る。
<A HREF="/cgi-bin/script?argl+arg2+arg3+... .+argn"> 
サーバがスクリプト要求を受け取った時、 argl ，arg2 ，arg3 ，.. . ，argn がスクリプトに引数として渡さ
れる。
4.3 CGI を使ったホームページの実例
図 4-2 は CGI を用いた簡単な一例で、ホームページではよく見かけるフォームを使ったメッセージ
転送のための入力ページである。一般に、フォームから転送されてきたデータの解読や、その後のデー
タ整形・集約などは CGI スクリプトが行なうことになる。
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ホームページ伝言板
あなたの事についてあ湖かせ下古川
お名前ー穣務機慈
ø.男 、J女
住所 : I微震機室長議議長引
輔 j務
電話番号: f事務総議総議
伝言板・・あなたの御意見をご自由にお書き下さい。
実行ボタン事当 りセットボタン . 笠自民必
二〉 喜善寵謹Fl
あなたの伝言板
このホームページはネットワーウ伝言績です.ご自由に御意見をお
書き下さい.実行ボタンを押すと入力害れた項目が表示されます。
図 4-2 CGI スクリプトを用いた伝言板の例
CGI を使ったホームページでは、フォーム形式のデータから入力データを簡単に取り出すツールと
して Perl が一般的に使われている。
今回の研修でも CGI スクリプトには Perl を主に用いている。 Perl は文字列処理にとどまらず、ファ
イル処理、プロセス処理やシステムコールまでおも扱う多機能性に加え記述性が容易な点でフ。ログラ
ムを迅速に開発できる特徴がある。
5 まとめ
今回の専門研修では、最近ブームになっているインターネットにおける情報検索とマルチメディア化
への応用技術をとりあげた。情報検索サービス www におけるメディア情報としては文書・画像・サ
ウンドおよび動画などがある。本研修ではこれらのなかで文書、画像および CGI スクリプトを中心に
学習を行なった。また、最近急速に話題を集めている Java についても計画していたが、残念ながら研
修期間の時間的な制約から学習するには至らなかった。研修は、 1 1 月から 3 月まで 1 3 回、 l 回約 1
5 0 分で延べ 3 3 時間 5 0 分、輪講形式での学習に加え実践的な実習も行なった。応用実習としてはそ
れまで学習した範囲で各自のホームページの作成を行なった。
具体的な研修内容については、まず始めにホームページ作成の基礎知識である HTML 文書の構造、
書式、ハイパーリンクおよびイメージの形式とイメージ用タグなど画像の扱いを学習した。イメージ
の処理において、インターレースと透明化は Netpbm 、 giftrans の画像加工用ツールを、イメージの表
示/変換/編集するツールは XV と ImageMagick パッケージを利用し実習した。加工対象の画像データ
は情報工学科教育用のスキャナーや研修予算で購入したスキャナー付プリンタにより取り込んだ。これ
らの画像フォーマットはネットワーク内で普及している GIF フォーマットを主に使用した。 CGI スク
リプトにおいては、記述言語として前回の専門研修で学習したシェルと、今回新たに UNIX の BASIC
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言語と言われている Per1を取り上げた。 Perl の言語に対する学習では CGI スクリプトを作成するのに
必要と思われる基本的な機能のみを習得したにすぎず、本格的なプログラミングを目指す場合は時間を
かけて学習する必要がある。尚、今回の実習は情報工学科の協力を得て教育用コンピュータを利用して
行なった。
WWW やブラウザの機能は日進月歩であり、今回の研修ですべての技術を修得することは不可能で
あるが、 一応ホームページ作成に必要な知識と能力を身につけることはできた。また、インターネット
における情報検索とマルチメディア化への応用技術も併せて習得することができた。ただ、視覚的に見
やすいものを作成するにはそれなりのセンスが要求される。各自が伝えたい情報を的確に表現する技
法を学び、更にサウンドや動画などの高度な機能を付加した魅力あるホームページの制作が今後の課
題である。
実施日 研修時間 主な研修内容
11月 27 日(水) 13:30~ 16:00 HTML の基礎文書・タグの構造
12月 6 日(金) 13:30~16:10 画像データ処理 (1) 静止画加工
12月 13 日(金) 13:30 ~ 16:30 画像データ処理 (2) クリッカプルマップ
12月 20 日(金) 13:30~ 16:10 画像データ処理 (3) 画像加工実習
1 月 10 日(金) 13:30~15:50 フォームと CGI(l) CGI の基礎
1 月 22 日(水) 13:30 ~ 16:00 フォームと CGI(2) 入力ツールとレイアウト
1 月 29 日(水) 13:30~16:10 フォームと CGI(3) スクリプト言語 Perl
2 月 5 日(水) 13:30 ~ 16:30 フォームと CGI(4) 基礎実習 (1) CGI 関連
2 月 14 日(金) 13:30~16:00 フォームと CGI(5) 基礎実習 (2) Perl 
2 月 21 日(金) 13:30 ~ 16:00 ホームページ作成基礎実習 (1) 
2 月 27 日(木) 13:30~16:00 ホームページ作成 基礎実習 (2)
3 月 14 日(金) 13:30 ~ 16:00 ホームページ作成応用実習 (1)
3 月 19 日(水) 13:30 ~ 16:00 ホームページ作成応用実習 (2)
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